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市役所からのHOT LINE

10/1㈭　10/7㈬9/14㈪ 10/7㈬
インターネットでの回答期限 調査票（紙）での回答期間

ＡｉｄＴＡＫＡＴＡたかたのゆめちゃん事務局☎03（5319）2124問い合わせ先

たかたのゆめちゃんたかたのゆめちゃん
ゆるキャラグランプリ2020最後の挑戦！

2011 年から毎年開催されている『ゆるキャラグランプリ』、最終回となる 2020 年
は 10 月３日㈯から４日㈰まで岩手産業文化センターアピオで開催されます。
　 今 回 の テ ー マ は「 ゆ る キ ャ ラ ʀ グ ラ ン プ リ 2020 Ｔ Ｈ Ｅ　
ＦＩＮＡＬ　未来へつなぐ いわて幸せ大作戦！！」
　たかたのゆめちゃんは 2012 年から 2014 年まで参加、今回は 6
年ぶりの挑戦になります。
　2012 年に誕生してから、全国を飛び回り、市のＰＲと支援して
いただいた皆さんへ感謝の思いを伝えてきました。
　現在１位から 3 位まで混戦状態になっています。最後の 20 日間、
皆さんの力をお貸しください。

登録・投票は
こちらから↓

◆投票期間…９月 25 日㈮まで

◆投票方法…スマホ、パソコンなどの 1 メールアドレスごとに登録・投票ができます。
　　　　　　投票は 1 日 1 回で毎日できます。

令和２年国勢調査を実施します

◆国勢調査は、2020 年 10 月１日現在、日本に住んでいるすべての人および世帯が対象です。

◆調査書類の配布に当たって、９月中旬から、調査員が皆さんのお宅を訪問しますが、調査の

　趣旨などの説明はインターホン越しに行い、調査書類は郵便受けやドアポストに投函するな

　どしてお配りします。不在の場合は、直接、郵便受けやドアポストなどに投函いたします。

◆回答は、できる限りインターネットでお願いします（郵送も可能です）。

◆国勢調査の結果は、災害時に必要な物資を備えたり、コンビニの出店計画に利用されるなど、

　私たちの生活の身近なところに役立てられています。

◆国勢調査では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、調査書類の配布や調査票

　の受け取りを、できる限り皆さんと調査員が対面しない非接触の方法で行うようにしていま

　す。皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

国勢調査をよそおった不審な訪問者や、不審な電話・電子メール・ウェブサイトなどにご注

意ください。国勢調査では、金銭を要求することはありません。また、銀行口座の暗証番号や

クレジットカード番号をお尋
たず

ねすることもありません。不審に思った際には、速やかに下記問

い合わせ先までお知らせください。

市役所総務課行政係（内線151）問い合わせ先

国勢調査については、「国勢調査 2020 総合サイト」をご覧ください。
https://www.kokusei2020.go.jp/

★みんなの力でたかたのゆめちゃんをトップへ★
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市役所からのHOT LINE

教えて！S
エ ス デ ィ ジ ー ズ

DGs定期連載

８働きがいも経済成長も
　目標８は、包括的かつ持続可能な経済成長とすべての人が生産的
な雇用と働きがいのある人間らしい仕事（ディーセント・ワーク）
の機会を促進するという目標です。途上国では失業率の高さととも
に児童労働が大きな問題となっていたり、先進国では「過労死」が
起こるほど働き過ぎが深刻な問題となっています。
　人の生活を犠牲にして成り立つ経済成長ではなく持続的な成長の
ためには、働きがいのある人間らしい仕事をすべての人が得られる
社会に変えていく知恵が必要です。

○世界の失業者は２億人以上

◎すぐにでも私たちが出来ることは…
①ＩＴなどを活用し仕事を効率よく進める。
②職場の空気の入れ替えや、冷暖房を活用
　して適切な温度設定で職場環境を快適に。
③仕事と私生活、オンとオフの切り替えも

大切に。

市では、「復活の道しるべ2020 陸前高田復興応援ありがとうマラソン」の参加者を募集しています。参加希望
者は、夢アリーナたかたに設置または市ホームページに掲載の申込用紙に必要事項を記入のうえ、参加費と併せ
て夢アリーナたかたの窓口まで直接持参してください。
※市外からの参加希望者については、インターネットからのみ申し込みが可能です。市ホームページに専用ペー
　ジへのリンクを掲載しています。

新規起業・創業者を応援
（チャレンジショップ）

○児童労働への従事者は
　約１億 5,200 万人で
　世界の子どもの 10 人に１人

市では、「地域社会が直面する課題を解決したい」、「地場産品を生かして新たな事業を起こした
い」といったSDGs（持続可能な開発目標）に関連した起業・創業を考えている人、もしくは自分
の会社の新規事業を検討している人向けに、「SDGs起業家支援プログラム」を実施しています。
　6月から8月には、市内の先輩起業家たちや商工会・まちなか会などによる「起業家支援プラッ
トフォーム」を立ち上げ、自身の新規事業やこれから市で起業・創業を検討する人の支援方法
を検討してきました。
　9月からは市内外に広くプログラムの参加者を募集します。新型コロナウイルス感染症の影響
により、主にオンラインでの開催になりますが、月1回の起業家支援セミナーや個別相談を実施

していく予定です。
　参加者は、自身のビジネスプランを発表し、補助
金や融資などの資金支援、先輩起業家や商工会など
からの助言・支援を通じて、市での事業を立ち上げ
ていただきます。
　新たな事業にチャレンジしたいと考えている人の
積極的な参加をお待ちしております。　
　関心のある人は、下記までお問い合わせください。

◆開催日…11月15日㈰　雨天決行
◆会場…夢アリーナたかた（高田町字太田５番地）
◆参加費…１名につき500円（市外からの参加希望者は
　　　　　専用ページをご覧ください）
◆参加資格…小学生以上かつ自力でランニングが可能で
　　　　　　あり（視覚障がい、知的障がいのある人は
　　　　　　伴走者がいれば出場可能）、大会当日の時
　　　　　　点で発熱やせきなど、新型コロナウイルス
　　　　　　感染症への感染が疑われる症状がないこと。
◆申込締切…10月11日㈰午後５時

◆コース（予定）

◆新型コロナウイルス感染症対策について（※必ずお読みください）
⑴当日の朝、来場前に各自検温を実施願います。発熱症状がある（目安として3₇．5℃以上）など体調がすぐれ　
　ない人は来場をお控えください。会場にて発熱症状などが判明した場合、競技への参加をお断りする場合があ
　ります。なお、この場合、参加料の返金はできません。
⑵来場時に非接触型機器による検温を実施する場合がありますので、ご協力ください。　
⑶事前受付の際にナンバーカードなどとともに「新型コロナウイルス感染症対策チェックリスト」を配付します。
　大会当日の朝の来場前に記入の上、来場時に提出をお願いします（やむを得ず当日受付される人は、市ホーム
　ページのマラソン大会ページ上に様式を用意しておりますので、お手数ですが印刷・記入の上、受付時に提出
　してください）。提出いただけない場合、競技への参加をお断りする場合があります。なお、この場合、参加
　料の返金はできません。
⑷消毒液を各所に設置します。適宜ご利用ください。
⑸来場される人はマスクを着用してください。参加者につきましても、競技参加時以外は同様にマスクを着用し、
　競技中はマスクを携行して走行してください。
⑹ソーシャルディスタンスの確保を心がけ、会場、コース上の別を問わず、他の人との距離を可能な限り（２　
　ｍ以上）確保してください。特に競技終了後は、呼吸が安定するまで他の人との距離の確保を徹底してください。
⑺３密を避けるため、更衣室および手荷物預かり所は一度に利用できる時間および人数に制限を設けます。
⑻本大会は上記ほか各種感染症対策を講じた上で開催しますが、大会主催者は開催により参加者、運営スタッフ
　その他関係者に新型コロナウイルス感染症などの感染が認められた場合、その感染に対しいかなる責任も負い
　ませんので、ご了承ください。
⑼参加者募集後においても、新型コロナウイルス感染症の流行が認められた場合は、開催を中止する場合があり
　ますのでご了承ください。なお、上記事由により開催中止となった場合のみ、参加料を返金します。返金方法
　は開催中止となった場合にお知らせします。
⑽上記方針および各種対策に同意いただける人のみ、参加申込をお願いします。

「SDGs起業家支援プログラム」参加者募集
SDGs関連の新規起業・創業を支援します

問い合わせ先 市役所商政課商工係（内線₄₃₅）

復活の道しるべ2020
陸前高田復興応援ありがとうマラソン参加者募集

ＳＤＧｓ起業家支援プラットフォームの様子

申し込み・問い合わせ先　夢アリーナたかた☎ 0192（22）8448
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市役所からのHOT LINE

市役所観光交流課定住交流係（内線422）問い合わせ先

第１回第１回地域おこし協力隊地域おこし協力隊活動報告会活動報告会
◆はじめに
　市では、現在９分野で14名の地域おこし協力隊（以下、「協力隊」という。）が活動しています。
　今年度より、地域への協力隊事業の普及、理解促進、知名度の向上および隊員同士の連携促進
などを目的とした、協力隊の活動報告会を年３回開催する予定とし、全隊員が発表することとし
ています。
　今回は、４名（３分野）が登壇し、新型コロナウイルス感染症対策としてオンライン配信により、
市内外の人に視聴していただきました。　　　
　「移住のきっかけ」「普段の業務・活動」「地域の人と連携したいこと・協力してほしいこと」など、
各協力隊員からの発表内容について紹介します。

初めて陸前高田市を訪れたのは６年前で、地域の人の優し
さに助けられた。高田暮舎が掲げる「ポジティブな過疎地を
創る」という理念に共感し、「暮らし」をもう一度考えるきっ
かけを作りたいと考えている。
　市から委託される移住定住総合支援業務は「ポータルサイ
ト『高田暮らし』による情報発信」「空き家バンクの管理運営」

「移住者向けの仕事紹介」「定住に向けた移住者のフォロー」
の４つに大きく分けられる。そのうち自分はポータルサイト、
空き家バンク、仕事の紹介を担当しているが、空き家情報、
求人情報やまちのことなど、まだまだ知らないことが多い。
皆さんからの情報提供を元にデータを分析して、移住者に紹
介できる仕事の件数を増やしたい。

　高校卒業後、車で全国を回り、これまでに７つの県で生活
してきた。もともと自分で作ったり修繕したりすることが好
きで、空き家に興味があり、高田暮舎の理念に共感して応募
し、「面白い田舎にしたい」との思いから移住した。
　業務は空き家バンクを担当している。全国では2033年には
空き家が2︐000万件を超え、３軒に１軒が空き家になるとも
予測されているが、空き家を『負債』ではなく『資源』とし
て活用したい。
　そのために、地域の人からも空き家の情報を提供いただき
ながら、移住希望者をはじめとした利用希望者に繋げ、有効
活用したい。
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ん

〖プロフィール〗
・神奈川県横浜市出身
・令和元年12月から観光２次・３
次交通システム構築分野の協力
隊として活動
・観光２次・３次交通と地域交通
課題の両面から交通課題に取り
組み、６月からは高齢者の見守り
事業などを実施している。

気仙地方の魅力を全国に伝え、観光地化することが夢。
　費用をかけずに高い効果が見込めるWｅｂ（ウェブ）マー
ケティング（※）に魅了され、東京でWｅｂマーケティングの
仕事に携わっていた。Wｅｂマーケティングは地元の様々な魅
力をじっくりと時間をかけて全国に発信できる最適なツール
であると感じており、もともとやりたかった観光事業に絡め
て活動できるため、マルゴト陸前高田で協力隊として働くこ
とを決めた。
　入社後、民泊事業で当初予定していた1︐204名の修学旅行予
定人数が新型コロナウイルス感染症の影響でゼロに。コロナ
禍でもできることとして、大学生を対象としたオンライン授
業「陸前高田フィールドワーク」を始めた。グーグルフォー
ムを活用した授業を実施し、受講者が話を聞くだけではなく、
講師のこれまでの経験を活かした、全員参加型の授業を構築
した。
　農業が好きで、農業を通して陸前高田の魅力を知っていきたい。農業従事者の人のほか、
おじいちゃんおばあちゃんから若い人までマルゴト全部友人になりたい。

所
属
：
マ
ル
ゴ
ト
陸
前
高
田
　
川か
わ
は
ら原

雄ゆ
う
や也

さ
ん

〖プロフィール〗
・岩手県大船渡市出身
・令和２年４月から交流人口拡大
分野の協力隊として活動
・教育旅行による民泊事業や観光
コンテンツの開発を行い、交流人
口の拡大に向けて活動している。

◆おわりに
今回４名の隊員が発表しましたが、他の10名の協力隊についても今後報告会で発表する予定です。

　・第２回活動報告会　10月７日㈬　午後３時～５時（開催予定）
　・第３回活動報告会　令和３年２月24日㈬　午後３時～５時（開催予定）
　　「協力隊と繋がりたい」 「協力隊と業務提携がしたい」といったご要望、ご質問などにつきま
　　しては、下記までお問い合わせください。

震災後、岩手・宮城・福島の東北３県約400 ヶ所でボランティ
ア活動やイベントなどをしてきた。活動を通して東北で何か
をしたいとの思いから移住を決意。今は、誰もが住みたくな
るようなまちを作ることが夢。
　自分の役割はありとあらゆる手段を用いて、観光客などの
交流人口拡大を図り、地域に貢献できるようにすること。メ
イン業務は観光客が動きやすいように、２次・３次交通とし
てＥＶレンタカーを活用した事業を実施。観光コンテンツの
開発や魅力発信、商品開発、高齢者送迎や単身高齢者の見守
り事業、花火大会の企画、ＳＤＧｓに関わる業務など幅広く
展開している。
　地域の人にも協力してもらいながら、「余

よ そ も の
所者」がやるイ

ベントではなく「おらがまち」のイベントとして地域おこし、
魅力発信に繋げたい。

所
属
：
高た
か
た田
暮く

ら
し
し
ゃ舎

落お
ち

優ゆ
う
す
け介
さ
ん

優
介
さ
ん

〖プロフィール〗
・神奈川県横須賀市出身
・令和２年４月から移住定住促進
分野の協力隊として活動
・移住希望者への広報、空き家バ
ンクの管理運営、仕事の紹介など
移住定住の促進に向けて活動し
ている。

所
属
：
高
田
暮
舎
　
田た
な
か中

大ひ
ろ
き樹

さ
ん

〖プロフィール〗
・長崎県佐世保市出身
・令和元年７月から移住定住促進
分野の協力隊として活動
・主に空き家バンクの管理運営を
担当し、空き家の利活用、移住希
望者への住居の紹介を行ってい
る。

※Ｗｅｂマーケティング…Ｗｅｂを活用して消費者に、商品やサービスを広めていく活動



　
社
会
の
急
激
な
変
化
に
対
応
す
る
力
を
子

ど
も
た
ち
に
育
む
た
め
に
、
よ
り
よ
い
学
校

教
育
を
通
じ
て
、
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
と

い
う
目
標
を
学
校
と
社
会
が
共
有
し
、
連
携
・

協
働
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営

協
議
会
制
度
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
開
か
れ

た
学
校
」
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、
地
域
の
人

と
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
地
域
と
一

体
に
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
む
「
地
域
と

共
に
あ
る
学
校
」を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

　
多
様
な
経
験
を
も
つ
住
民
が
学
校
の
活
動

に
関
わ
る
こ
と
で
、
教
育
の
質
が
高
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
の

強
化
や
地
域
活
性
化
な
ど
も
期
待
さ
れ
、
今

年
度
か
ら
市
内
全
て
の
小
中
学
校
で
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
各
校
で
開
か
れ
た
一
回
目
の
会
議
で
は
、

校
長
が
学
校
運
営
の
基
本
方
針
を
委
員
に
説

明
し
、「
育
て
た
い
子
ど
も
像
」
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校
と
地
域

住
民
が
手
を
取
り
合
っ
て
子
ど
も
を
育
て
る

「
協
育
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
郷
土
芸
能
の

伝
承
や
防
災
学
習
、
読
み
聞
か
せ
や
登
下
校

の
見
守
り
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
お
力

添
え
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市教育委員会市教育委員会

県教育委員会県教育委員会

保護者・地域の皆さん保護者・地域の皆さん

コミュニティ・スクールコミュニティ・スクール
協議会の設置協議会の設置
委員の任命委員の任命

教職員の任用教職員の任用

学校運営協議会学校運営協議会
委員…保護者、地域の皆さん、校長など委員…保護者、地域の皆さん、校長など 校長校長

学校運営の学校運営の
基本方針基本方針

学校運営・学校運営・
教育活動教育活動

教職員の任用
に関する意見

説明

意見

承認

説明

説明

意見

学校運営に関する意見

学校

地域の話題 皆さんからの情報をお寄せください。市役所政策推進室（内線173)まで。

　高田松原運動公園の完成記念式典は8月8日㈯に、
同運動公園内で行われた。施設は第一野球場、第二
野球場、屋内練習場、第一サッカー場、第二サッカ
ー場、ミーティングルーム、その他こども広場（公
園）などが整備され、今後プロスポーツチームの公
式戦の開催やスポーツ合宿の誘致による交流人口の
拡大も期待される。
　 市 と パ ー ト ナ ー 協 定 を 結 ぶ ㈱ 楽 天 野 球 団
は、「楽天イーグルス奇跡の一本松球場」と名称
がつく第一野球場の完成を祝い、記念品として

『IPPONMATSU』と一本松にちなんだ背番号『１』

交流人口拡大にも期待　

スポーツの交流拠点「待望の完成」

ユニフォームを受け取る戸羽市長

連携協定締結式の様子

　7月28日㈫に市、日産自動車㈱、日産の県内関連会
社4社および市内でレンタカー事業を展開する東北㈱
の7者による「電気自動車を活用した持続可能なまち
づくりに関する連携協定式」が行われた。
　災害発生時に電気自動車（ＥＶ）の貸与を受け、避
難所の電力供給に活用するほか、今後、環境への負荷
が少ない電気自動車を公用車として活用することや、
普及促進に向けた環境教育なども計画している。

市と日産などが災害発生時に備え連携協定

持続可能なまちづくりに

が記されたユニフォームの贈呈が行われた。
　当日は第一サッカー場の愛称も発表され、市と友
好協定を結ぶ㈱川崎フロンターレが公募した作品の
中から『川崎フロンターレ東北のカリフロニアフィ
ールド』に決まった。
　愛称の由来は、市と姉妹都市の関係にあるクレセ
ントシティ市がカリフォルニア州にあることや、市
が東北のなかで温暖な気候であるなどにちなみ命名。
　川崎フロンターレの長

は せ が わ

谷川幸
ゆ き お

雄シニアディレクタ
ーは「市の皆さんと今後運動公園で楽しいイベント
を開催していきたい」と思いを話されていました。

問い合わせ先　夢アリーナたかた☎ 0192（22）8448
愛称決定の横断幕を持つ高田ＦＣの子どもたち

陸前高田市のコミュニティ・スクール

地域とともにある学校

問い合わせ先　市教育委員会教育研究所 （ 内線 2₇2）

学校

問い合わせ先　☎市役所政策推進室政策広報係（内線 1₇3）
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₄₆₃

健康だより健康だより

保
健

だ
よ
り

市地域包括支援センター　
　☎0192（22）86₇1　

問い合わせ先

認
知
症
を
理
解
し
よ
う
！

認
知
症
を
学
ぶ
講
座
︵
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
︶
の
ご

案
內

　
市
の
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
人
口
割
合
）
は
、
平
成
22
年

４
月
は
３
３
・
５
％
で
し
た
が
、
令

和
２
年
４
月
に
は
３
９
・
２
％
と
な

っ
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
が
加
速
し

て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と

に
伴
い
、
介
護
を
必
要
と
す
る
認
知

症
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
そ

の
家
族
な
ど
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
過
ご
す
た
め
に
、
市

で
は
認
知
症
へ
の
理
解
・
関
わ
り
方

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
講
座
を
定
期

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

７
月
８
日
㈬
に
開
催
さ
れ
た
第
１

回
目
の
講
座
は
、
34
名
の
人
に
受
講

い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
講
者
に
は
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
と
し
て
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
職
場
や
地
域
の
公
民
館
な
ど
で
実

施
し
た
い
場
合
な
ど
は
、
適
宜
出
向

い
て
開
催
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

◆
日
時
…
９
月
９
日
㈬
、
10
月
14
日

㈬
、
12
月
９
日
㈬
、
令
和
３
年
１
月

13
日
㈬
、
２
月
10
日
㈬
※
全
て
同

じ
内
容

◆
時
間
…
午
後
１
時
半
～
３
時

◆
会
場
…
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
高
田
病
院
向
い
）

◆
対
象
…
ど
な
た
で
も
参
加
可

◆
内
容
…
講
話
（
認
知
症
の
症
状
に

つ
い
て
・
関
わ
り
方
）、
寸
劇
な
ど

◆
申
込
先
…
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
１
９
２
（
２
２
）
８
６
７
１

◆
申
込
方
法
…
開
催
日
の
前
日
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

広報りくぜんたかた
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保
健
保
健
保
健
保
健

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

近
年
、
気
候
変
動
に
よ
り
風
水
害
や
土
砂
災

害
が
頻
発・激
甚
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

建
物
被
害
に
加
え
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害
が
重
な

り
、
避
難
所
で
の
劣
悪
な
避
難
生
活
が
長
期
化

し
、
健
康
被
害
や
災
害
関
連
死
の
リ
ス
ク
が
高

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
約
４

万
９
千
戸
の
応
急
仮
設
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
全

て
が
完
成
す
る
ま
で
約
８
个
月
か
か
り
ま
し

た
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
型
地
震
で

は
そ
れ
以
上
の
長
い
建
設
期
間
を
要
す
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、
超
長
期
の
避
難
所
生
活
に

よ
る
深
刻
な
健
康
被
害
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
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問い合わせ先　陸前高田グローバルキャンパス事務室　☎ 0192（4₇）3901　メール :contact@rtgc.jp

耐震性・断熱性にも優れる新しい移動式木造住宅

避
難
生
活
の

健
康
リ
ス
ク
を

軽
減
す
る
対
策

の
一
つ
と
し
て

移
動
式
住
宅
を

利
用
し
た
応
急

住
宅
の
社
会
的

備
蓄
を
提
案
し

て
い
ま
す
。

　
社
会
的
備
蓄

と
は
、
平
常
時

は
公
園
や
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
で

移
動
式
木
造
住
宅
で

　
避
難
生
活
の
質
を
向
上

新
時
代
の
選
択
肢

　
移
動
式
木
造
住
宅

今
回
は
「
防
災
・
減
災
を
ど
こ
よ
り
も

深
く
学
べ
る
ま
ち
、陸
前
高
田
へ
の
貢
献
」

と
い
う
方
針
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問い合わせ先　問い合わせ先　

0505

合
宿
研
修
や
体
験
交
流
の
施
設
、
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
施

設
、
地
域
食
堂
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ハ
ブ
施

設
と
し
て
利
用
し
、
災
害
時
に
災
害
救
助
法
に

基
づ
く
応
急
住
宅
と
し
て
被
災
地
に
移
設
す
る

官
民
協
働
の
取
り
組
み
で
す
。

　
２
０
１
８
年
、
西
日
本
豪
雨
に
よ
っ
て
被
害

を
受
け
た
岡
山
県
倉
敷
市
で
初
め
て
災
害
救
助

法
に
基
づ
き
利
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
北
海
道

胆い
ぶ
り振
東
部
地
震
、
２
０
１
９
年
の
台
風
19
号
、

２
０
２
０
年
７
月
の
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
熊

本
県
球く

ま磨
村
で
も
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

球
磨
村
で
採
用
さ
れ
た
移
動
式
木
造
住
宅

は
、
茨
城
県
小お
み
た
ま
美
玉
市
で
宿
泊
研
修
施
設
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
社
会
的
備
蓄
か
ら
も
提
供

さ
れ
、
建
設
型
応
急
住
宅
と
比
較
し
て
１
个
月

程
度
早
期
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
社
会
的
備
蓄
を
普
及
す
る
た
め
に
は
、
恒
久

住
宅
と
同
等
の
耐
震
性
等
の
安
全
性
と
断
熱
性

な
ど
の
住
環
境
性
能
を
有
す
る
と
と
も
に
、
解

体
せ
ず
に
移
設
し
早
期
に
入
居
が
可
能
と
な
る

迅
速
性
と
移
動
性
、
何
十
年
に
も
わ
た
り
何
度

岩手大学・立教大学　共同運営　交流活動拠点

﹃
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
﹄

　
健
康
寿
命
と
は
、
心
身
と
も
に
健

康
な
期
間
の
こ
と
を
い
い
、
病
気
や

け
が
に
よ
り
要
介
護
に
な
る
と
、
健

康
寿
命
は
短
く
な
り
ま
す
。

　
健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
に
、
自

身
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

◆
生
活
習
慣
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

❶
毎
日
₁₀
分
の
運
動
を
プ
ラ
ス

　
普
段
よ
り
歩
く
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ

て
、
苦
し
く
な
ら
な
い
程
度
の
は
や

歩
き
を
10
分
行
う
だ
け
で
運
動
に
な

り
ま
す
。
今
よ
り
10
分
多
く
、
か
ら

だ
を
動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

❷
食
事
を
お
い
し
く
︑
バ
ラ
ン
ス
よ
く

　
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
て

食
べ
ま
し
ょ
う
。
主
食
は
、
ご
飯
、

パ
ン
、
麺
類
な
ど
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
も
と
に
な
り
ま
す
。
主
菜
は
、
魚

や
肉
、
卵
、
大
豆
製
品
な
ど
を
使
っ

た
お
か
ず
で
、
た
ん
ぱ
く
質
を
多
く

含
み
、
か
ら
だ
を
つ
く
る
も
と
に
な

り
ま
す
。
副
菜
は
、
主
に
野
菜
を
使

っ
た
お
か
ず
で
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ

ラ
ル
、
食
物
繊
維
を
多
く
含
み
、
か

ら
だ
の
調
子
を
整
え
ま
す
。
カ
ル
シ

ウ
ム
を
効
率
よ
く
と
る
た
め
に
牛

乳
・
乳
製
品
も
お
す
す
め
で
す
。

❸
毎
日
プ
ラ
ス
１
皿
の
野
菜

　
普
段
の
食
事
に
プ
ラ
ス
１
皿
の
野

菜
（
ト
マ
ト
半
分
、
野
菜
炒
め
な
ら

半
皿
分
）
で
、
１
日
３
５
０
ｇ
の
野

菜
摂
取
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
野
菜

を
と
る
こ
と
で
塩
分
が
排
せ
つ
さ
れ

や
す
く
な
り
、
減
塩
、
高
血
圧
症
の

予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

❹
糖
分
の
摂
り
す
ぎ
に
注
意

　
糖
分
は
大
事
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す

が
、
糖
尿
病
の
原
因
で
す
。　

　
砂
糖
を
多
く
含
む
し
好
品
は
１
日

１
回
程
度
に
し
、
食
べ
過
ぎ
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
甘
い

飲
み
物
も
な
る
べ
く
控
え
、
無
糖
の

も
の
や
お
茶
を
飲
む
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

❺
し
っ
か
り
禁
煙
・
禁
酒

　
タ
バ
コ
や
お
酒
は
、
が
ん
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
は
禁
煙
・

禁
酒
を
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
で
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

   

市
役
所
保
健
福

祉
課
保
健
係
（
内
線
２
４
１
）

第１回認知症を学ぶ講座の様子

問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

メディアからも注目されています

で
も
移
設
し
な
が
ら
長
期
間
再
利
用
で
き
る
経
済

性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

現
在
採
用
さ
れ
て
い
る
移
動
式
木
造
住
宅
は
、

輸
入
木
材
で
製
造
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
そ

れ
ら
に
加
え
、
１
０
０
％
国
産
木
材
を
利
用
し
た

移
動
式
木
造
住
宅
の
普
及
に
よ
り
、
森
林
保
全
や

林
業
振
興
、
土
砂
災
害
の
防
止
な
ど
、
国
土
強
靭

化
と
地
球
環
境
の
保
護
に
も
貢
献
で
き
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
移
動
可
能
な
住
宅
は
、災
害
対
策
に
留
ま
ら
ず
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
施
設
と
し

て
、
ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
支
え
る
シ
ェ
ア
オ
フ

ィ
ス
や
、
臨
時
発
熱
外
来
や
経
過
観
察
施
設
、
軽

症
者
の
仮
設
病
室
な
ど
、
感
染
症
対
策
の
支
援
施

設
と
し
て
の
利
用
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
避
難
生
活
の
質
の
向
上
に
よ

る
健
康
被
害
の
軽
減
に
資
す
る
移
動
式
木
造
住
宅

の
普
及
と
そ
の
社
会
的
備
蓄
に
貢
献
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
気
仙

杉
を
利
用
し
た

地
産
地
消
の
移

動
式
木
造
住
宅

の
開
発
に
も
取

り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
立
教
大
学　
大

学
院
21
世
紀
社

会
デ
ザ
イ
ン
研

究
科　
長
坂
）

移動式木造住宅の内部

2020年（令和２年）９月号
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※届け出人が希望した人のみ掲載
※氏名は通常字体で掲載

　
明
治
以
後
の
郷
土
史
に
は
「
気

仙
郡
今
陸
前
」
の
管
内
な
れ
ど
岩

手
県
に
属
し
現
在
の
形
勢
で
は
岩

手
は
「
陸
中
」
に
入
っ
た
感
さ
え

す
る
。

　
郡
は
北
上
山
脈
の
東
に
位
置
し

南
は
本
吉
郡
、
北
は
上
閉
伊
郡
、

西
に
磐
井
、
江
刺
に
至
る
。

　
郡
の
面
積
四
十
七
方
里
。
人
口

約
五
万
で
二
十
二
町
村
に
分
か
つ
。

　
気
仙
は
延
喜
式
に
「
計け

せ仙

麻ま

」
と
あ
る
。「
和わ

み
ょ
う
し
ょ
う

名
抄
」
に

は
「
介け

せ世
」
と
記
し
、
三
郷
に
分

か
ち
「
気け

さ
き
ご
う

前
郷
」
は
気
仙
の
前

（
岬こ

う
か
く角
）の
地
に
し
て
閉
伊
郡
釡
石
、

大
槌
の
地
が
釡
石
に
、
尾
崎
に
は

碑
石
神
あ
り
。

（
一
着
に
中
世
、
気
仙
郡
の
南
境

を
割
き
て
、
本
吉
郡
を
置
く
か
と

あ
る
は
、
信
じ
難
し
）
本
吉
は
桃

生
郡
に
分
出
す
。

　
エ
ゾ
語
の
「
ケ
セ
」
は
「
下
」

ま
た
は
「
終
」
の
意
、「
マ
」
は

「
島
岸
」「
江
湾
」
の
意
に
あ
た
る
。

合
考
す
れ
ば
往
時
の
エ
ゾ
征
伐
に

あ
た
り
海
上
よ
り
攻
め
立
て
ら
れ

る
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
延
暦
十
二
年
（
七
九
四
）
に
桓

武
天
皇
は
京
都
に
都
を
う
つ
し
た

が
こ
れ
を
機
と
し
て
陸
奥
、
出
羽

両
国
の
エ
ゾ
の
開
拓
を
大
規
模
に

実
施
し
た
。

　
征
夷
大
使
と
し
て
大お

お
と
も
の
お
と
ま
ろ

伴
弟
麻
呂
、

副
使
と
し
て
坂
上
田
村
麻
呂
を
派

遣
、
軍
兵
十
万
人
を
も
っ
て
胆
沢

の
エ
ゾ
を
征
伐
さ
せ
た
が
鎮
定
す

る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
当
初
は
エ
ゾ
征

伐
は
う
ま
く
い
か
ず
失
敗
に
終

わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
七
年
後
の
八
〇
一

年
、
前
に
副
使
で
あ
っ
た
坂
上
田

村
麻
呂
を
「
征
夷
大
将
軍
兼
陸
奥

鎮ち
ん
じ
ゅ
ふ

守
府
将
軍
兼
按あ

ぜ

ち
察
使
」
と
い
う

辺
要
国
家
の
最
高
の
役
を
す
べ
て

兼
任
す
る
と
共
に
四
年
間
の
歳
月

を
費
や
し
て
周
到
な
準
備
を
行
い

大
が
か
り
な
「
エ
ゾ
征
伐
」
が
行

わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
国
家
の
総
結
集
、
胆

沢
城
（
奥
州
市
）
志
波
城
（
盛
岡

市
）
を
造
営
し
、
は
じ
め
て
エ
ゾ

の
奥
地
に
侵
入
し
そ
の
統
治
に
成

功
し
た
の
で
あ
る
。

　
坂
上
田
村
麻
呂
の
エ
ゾ
征
伐
に

関
す
る
気
仙
地
方
の
直
接
的
な
史

料
は
な
い
が
、
こ
の
こ
と
に
関
す

る
地
方
の
寺
院
、
仏
閣
や
地
方
史

の
縁
起
、
由
来
書
や
伝
説
等
は
豊

富
で
あ
る
。
以
下
そ
の
大
要
を
述

べ
る
―

　
熊
井（
矢
作
）…
大
同
二
年（
八

〇
七
）
田
村
麻
呂
の
副
将
別
府
隼

人
が
人
を
集
め
矢
作
の
熊
井
を
山

中
に
て
討
取
り
「
東
」
と
い
う
地

に
埋
め
た
。

　
こ
の
原
動
力
と
な
っ
た
別
府
隼

人
は
後
に
病
に
か
か
り
死
亡
。
屍

は
処
刑
さ
れ
た
熊
井
の
そ
ば
に

葬
っ
た
。
田
村
麻
呂
こ
の
事
を
知

り
隼
人
の
追
福
を
祈
り
墓
上
に
御

堂
を
建
立
、
観
音
像
を
安
置
し
隼

人
の
霊
を
供
養
し
た
。

　
伝
説
に
は
熊
井
を
ト
ド（
地
名
）

の
山
上
に
御
堂
を
立
て
観
音
像
を

彫
ら
せ
て
安
置
し
て
葬
っ
た
と
い

う
。

　
後
世
、
御
堂
は
東
角
地（
地
名
）

『
ト
ド
角
地
』『
ト
ド
長
根
』
な
ど

と
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
早
虎
（
小
友
）
…
小
友
町
の
西

の
坊
常
膳
寺
の
「
十
一
面
観
音
」

に
は
「
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
坂

上
田
村
麻
呂
が
岩
屋
に
住
む
大お

お
た
け武

と
い
う
外
道
を
征
伐
し
次
に
気
仙

の
鬼
を
討
ち
取
り
、
京
に
上
が

り
岩
倉
山
の
堂
に
こ
れ
を
葬
っ

た
。
そ
の
後
坂
上
田
村
麻
呂
は
当

地
に
下
向
し
、
達
谷
、
矢
作
、
小

友
、
猪
川
の
四
ヶ
所
に
観
音
像
を

供
養
し
た
。
小
友
町
松
山
に
は

「
ホ
ロ
ベ
ア
シ
」
の
地
名
が
残
り

「
亡ほ

ろ
べ
あ
し林
」
の
意
味
で
あ
っ
た
。
言

い
伝
え
に
は
早
虎
勢
が
こ
こ
で

戦
っ
て
滅
び
た
と
こ
ろ
と
言
い

「
首
塚
」
と
伝
え
て
も
い
る
。
石

碑
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
金
猪
（
猪
川
）
…
大
船
渡
の
猪

川
町
長
谷
寺
の
言
い
伝
え
で
は
大

同
二
年
（
八
〇
七
）
坂
上
田
村
麻

呂
は
、
気
仙
方
面
に
向
か
い
赤
頭

と
別
称
さ
れ
た
金
丈
丸
を
滅
し
、

そ
の
首
を
埋
め
墓
上
に
御
堂
を
建

て
十
一
面
観
音
像
を
奉
じ
た
と
伝

え
て
い
る
。
長
谷
寺
は
元
大
船
渡

市
赤
崎
町
小
田
に
あ
り
現
在
も
そ

こ
を
「
長
谷
寺
跡
」
と
の
名
称
が

残
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
口
に
す

る
人
も
少
な
く
な
い
。

―
以
上
の
よ
う
に
当
時
の
気
仙
郡

は
「
気
仙
郷
」「
大
島
郷
」「
気
前

郷
」
を
も
っ
て
建
郡
さ
れ
た
小
郡

で
あ
っ
た
が
開
拓
と
共
に
砂
金
が

取
れ
る
貴
重
な
数
少
な
い
所
で
も

あ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
陸
路
の
み
に
限
ら
ず

海
路
が
大
い
に
利
用
さ
れ
た
。
更

に
陸
奥
馬
が
輸
送
用
に
利
用
さ
れ
、

戦
に
も
盛
ん
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
。

　
気
仙
専
用
で
は
な
い
が
気
仙
に

は
「
野の

う
ま馬
」
と
呼
ぶ
「
私
牧
」
が

盛
ん
に
作
ら
れ
、
か
つ
利
用
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

慶 弔（７月₁₆日～８月₁₅日届け出分）

（684）

ー
気
仙
郡
の
設
置
⑶
ー

◆建物 0件（  0件）

◆林野など 1件（  1件）

◆出動件数 43件（443件）

◆搬送人員 43人（435人）

◆人身事故 2件（ 10件）
◆物損事故 20件（142件）
◆負 傷 者 2人（ 11人）
◆死 亡 者 0人（  0人）
◆飲酒運転 1人（  3人）

男性 9,064人（　   7人）
女性  9,667人（－  2人）

18,731人（  　5人）
（出生  6　死亡 21 ）

世帯数 7,639世帯（ 19世帯）

◇おめでた（　）は保護者・字名

◎男の子

気仙　　荻
おぎわら

原 琉
りゅうしん

心　　(拓
た く や

也・水上)

高田　　佐
さ さ き

々木 葵
あ お い

生　(祐
ゆうすけ

輔・鳴石)

小友　　越
こ え と

戸 夏
なつ

　　　(浩
ひろたか

貴・中西)

　　　　鈴
す ず き

木 翔
しょうま

天　　(正
まさたか

隆・財当)

◎女の子

竹駒　　菅
か ん の

野 准
じゅんこ

子　　(洋
ようすけ

介・赤畑)

広田    村
むらおか

岡  夏
な つ め

芽    (一
かずひろ

博・天王前) 

       

◇お幸せに（　）は字名

気仙　　河
こ う の

野晋
し ん や

弥 ・ 小
お ば た

畑麻
ま り

里 (水上）

◇おくやみ（　）は年齢・字名

矢作　　吉
よ し だ

田 英
えいいち

一　　（57歳・諏訪）

　　　　鈴
す ず き

木　サツ子
こ

　（89歳・三の戸）

横田　　畠
はたけやま

山 幸
さ ち こ

子　　（88歳・狩集）

気仙　　菅
か ん の

野 壽
じゅいち

一　　（87歳・垂井ヶ沢）

　　　　菅
か ん の

野　フキ子
こ

　（91歳・水上）

　　　　武
む さ し

藏　はつ子
こ

　（80歳・福伏）

　　　　菅
か ん の

野 昭
あきら

　　　（90歳・上長部）

高田　　吉
よ し だ

田 熊
く ま お

夫　　（91歳・東和野）

小友　　佐
さ と う

藤 正
まさあき

明　　（72歳・新田前）

広田　　鈴
す ず き

木 紀
の り こ

子　　（79歳・根岬）

　　　　吉
よ し だ

田 幸
ゆきたか

高　　（90歳・大久保）

　　　　津
つ だ

田 賀
か い ち

一　　（85歳・大陽）

　　　　前
まえかわ

川 吉
きちさぶろう

三郎　（100歳・袖野）

        黄
き か わ だ

川田　キヌエ（88歳・小長洞）

        

市内の交通事故（7月）
（　　）は１月からの累計

市の人口（住民登録人口）
（　　）は前月比　出生・死亡数は6月分

市内の火災救急活動（7月）
（　　）は１月からの累計

金き
ん

野の

　
静
　
一
・
文
責

斎
　
藤
　
多
美
子
・
挿
絵

2020年（令和２年）９月号

数字で見る陸前高田市（令和2年₇月₃₁日現在）



◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

夢
ア
リ
ー
ナ
た
か
た
☎
０
１
９
２

（
２
２
）
８
４
４
８ 

ま
た
は
市
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局（
菅
野
）

☎
０
９
０
（
４
６
３
９
）
９
９
８
２

　　
市
民
を
対
象
に
、
初
心
者
向
け

の
一い

っ
か
ん
ば
り

閑
張
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
…
９
月
26
日
㈯
、
10
月
３

日
㈯
、
10
日
㈯
（
全
３
回
）
午
前

10
時
～
正
午

◆
会
場
…
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
内
容
…
一
閑
張
で
大
き
め
の
マ

イ
バ
ッ
グ
を
作
成
し
ま
す
。

◆
受
講
費
用
…
材
料
代
と
し
て
三

千
五
百
円
を
予
定
（
作
品
の
大
き

さ
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

◆
申
込
方
法
…
高
田
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
吉
田
）
☎
０

１
９
２
（
５
４
）
５
１
１
０

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
係

（
内
線
２
８
２
）

　
市
で
は
全
国
各
地
の
支
援
者
よ

り
ふ
る
さ
と
納
税
の
ご
寄
附
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
令
和
元
年

度
は
４
億
円
強
の
寄
附
金
を
い
た

だ
き
、
市
内
の
子
育
て
や
高
齢

者
・
障
が
い
者
支
援
、
産
業
振
興

な
ど
の
事
業
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
寄
附
者
に
対
し
て

返
礼
品
と
し
て
地
域
の
特
産
品
を

お
贈
り
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
市

の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
返
礼
品
提
供
事
業
者
の
売

り
上
げ
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
総
務
省
に
よ
る
返

礼
品
基
準
の
見
直
し
も
踏
ま
え
、

市
の
返
礼
品
登
録
の
要
件
を
明
確

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

新
た
な
返
礼
品
を
募
集
し
ま
す
。

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

市
内
の
お
す
す
め
の
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

◆
返
礼
品
の
主
な
要
件
…
市
内
で

生
産
・
製
造
・
加
工
さ
れ
て
い
る

品
お
よ
び
提
供
さ
れ
て
い
る
サ
ー

ビ
ス

※
要
件
に
つ
い
て
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
返
礼
品
例
…
市
内
で
生
産
さ
れ

る
農
水
産
物
、
お
よ
び
市
内
で
製

造
・
加
工
さ
れ
る
農
水
産
品
、
菓

子
、
飲
料
、
調
味
料
、
日
用
雑
貨

品
、
工
芸
品
な
ど
。
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
、
見
守
り
、

草
刈
り
な
ど
も
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
ふ
る
さ
と
陸

前
高
田
（
佐
々
木
、
大
和
田
）

☎
０
１
９
２
（
２
２
）
９
１
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
１
９
２
（
２
２
）
９

１
６
５

メ
ー
ル
：rikuzentakata@

from
zero.pro

　
普
段
の
買
い
物
で
購
入
し
て
い

る
食
料
品
の
内
容
量
に
つ
い
て
、

貸
し
出
す
は
か
り
で
計
量
・
記
録

し
、
市
へ
報
告
す
る
仕
事
で
す
。

◆
計
量
実
施
期
間
…
10
月
３
日
㈯

～
11
月
２
日
㈪

◆
報
酬
…
５
千
円
（
県
よ
り
支
払

わ
れ
ま
す
）

◆
募
集
モ
ニ
タ
ー
数
…
５
名

◆
募
集
資
格
…
市
内
在
住
者

◆
募
集
期
間
…
９
月
11
日
㈮
ま
で

【
モ
ニ
タ
ー
向
け
説
明
会
】

◆
日
時
（
場
所
）
…
10
月
２
日
㈮

午
後
１
時
半
～
（
市
役
所
東
棟
第

８
会
議
室
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

市
役
所
商
政
課
商
工
係
（
内
線
４

３
７
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
事
業
な
ど
に
係
る

収
入
に
相
当
の
減
少
が
あ
っ
た
人

は
、
１
年
間
、
地
方
税
の
徴
収
の

猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
現
行
制
度
で
は
必
要
と
な

る
担
保
の
提
供
お
よ
び
延
滞
金
の

支
払
い
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象
者
…
次
の
❶
❷
の
い
ず
れ

も
満
た
す
納
税
者
・
特
別
徴
収
義

務
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年
２
月
以

降
の
任
意
の
期
間
（
１
か
月
以
上
）

に
お
い
て
、
事
業
な
ど
に
係
る
収
入

が
前
年
同
期
に
比
べ
て
お
お
む
ね

20
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と
。

INFORMATION

　
市
民
の
健
康
増
進
と
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
的
に
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◆
対
象
…
市
内
に
居
住
ま
た
は
通

勤
し
て
い
る
人
（
20
名
程
度
）

◆
日
時
…
９
月
24
日
㈭
、
10
月
1

日
㈭
、8
日
㈭
、15
日
㈭
、22
日
㈭
、

29
日
㈭
、
11
月
5
日
㈭
、
12
日
㈭

（
全
8
回
）
午
後
７
時
～
９
時

◆
場
所
…
夢
ア
リ
ー
ナ
た
か
た

◆
参
加
料
…
千
円
（
保
険
料
込
）

※
ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み

物
、
タ
オ
ル
な
ど
は
持
参
し
て　

く
だ
さ
い
（
ラ
ケ
ッ
ト
が
な
い
人

に
は
貸
し
出
し
ま
す
の
で
受
付
時

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
）。

自
主
企
画
講
座
受
講
者
募
集

一
閑
張
講
座
開
催

開
催
し
ま
す

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
開
催

❷
現
金
お
よ
び
預
貯
金
な
ど
か
ら

当
面
（
向
こ
う
６
月
程
度
）
の
支

出
見
込
み
を
勘
案
し
、
納
期
限
ま

で
に
納
付
を
行
う
こ
と
が
困
難
で

あ
る
こ
と
。

◆
対
象
と
な
る
税
目
…
令
和
３
年

１
月
31
日
㈰
ま
で
に
納
期
限
が
到

来
す
る
す
べ
て
の
税
目
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

◆
申
請
期
限
お
よ
び
方
法
…
各
税

目
の
納
期
限
ま
で
に
「
徴
収
猶
予

申
請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
税
務

課
収
納
係（
内
線
１
０
６
・
１
０
７
）

　
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
保
育
士
経
験
の
あ
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
保
育
士

の
就
職
に
関
す
る
相
談
や
心
配
事

を
聞
き
、
現
在
の
求
人
・
保
育
に

つ
い
て
情
報
提
供
す
る
「
ほ
い
く

し
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
お
子

様
連
れ
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

（
託
児
は
つ
き
ま
せ
ん
）

◆
日
時
…
９
月
10
日(

木)

、
午
前

10
時
半
～
正
午

◆
場
所
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
船
渡

◆
申
し
込
み
締
切
…
９
月
９
日
㈬

正
午

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー（
山
田
）☎
０
１
９（
６
３
７
）

４
５
４
４
ま
た
は 

０
８
０
（
８

２
０
０
）
１
０
５
４

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
基
盤
を
築
き
、

集
客
や
セ
ー
ル
ス
を
体
系
化
す
る

シ
ス
テ
ム
に
あ
て
は
め
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
お
悩
み
を
無
料
で
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
し
ま
す
。

◆
対
象
…
法
人(

個
人)

企
業
、
病

院
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど

◆
日
時
…
９
月
の
月
・
水
・
金
午

後
２
時
～
４
時

◆
場
所
…
相
談
者
の
も
と
へ
伺
い

ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

ジ
ー
フ
ェ
イ
ス
㈱
☎
０
１
９
（
６

１
３
）
６
０
２
３

メ
ー
ル
：g

o
o

d
_fa

ith
@

m
inos.ocn.ne.jp　

　

　
弁
護
士
会
、
法
テ
ラ
ス
、
社
労

士
会
、
県
労
働
委
員
会
、
労
働
局

合
同
の
労
働
相
談
会
を
左
記
に
よ

り
開
催
し
ま
す
。
弁
護
士
、
社
労

士
、
県
労
働
委
員
会
委
員
な
ど
が

労
働
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◆
日
時
…
10
月
4
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
3
時
（
受
付
は
午
後
2
時

ま
で
）

◆
場
所
…
ア
イ
ー
ナ
（
盛
岡
市
）

※
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人
は
、
労

働
局
職
員
が
電
話
で
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

◆
電
話
相
談
窓
口
…
☎
０
１
２
０

（
９
８
０
）
７
８
３ 

携
帯
電
話
で

お
か
け
の
人
は
☎
０
１
９
（
６
０

４
）
３
０
０
２

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
岩
手
県
労
働

委
員
会
事
務
局
☎
０
１
２
０
（
６

１
０
）
７
９
７

　
県
司
法
書
士
会
で
は
、「
法
の

日
」（
10
月
1
日
）
を
記
念
し
て

左
記
の
と
お
り
無
料
相
談
を
行
い

ま
す
。

◆
日
時
…
10
月
３
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
3
時

◆
相
談
内
容
…
不
動
産
、
商
業
登

記
手
続
き
の
代
理
、
訴
訟
書
類
の
作

成
、
簡
易
裁
判
所
の
手
続
き
代
理

◆
場
所
…
大
船
渡
市
防
災
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
県
内
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
電
話
相
談
窓
口
…
☎
０
１
２
０

（
８
２
３
）
８
１
５ 

ま
た
は
☎
０

１
９
（
６
２
３
）
３
３
５
５

※
と
も
に
10
月
3
日
㈯
の
み
相
談
可
能

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
県
司
法
書
士

会
事
務
局
☎
０
１
９
（
６
２
２
）

３
３
７
２

出
張
無
料
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ビ
ジ
ネ
ス
に
不
安
を
抱
え
て

い
ま
せ
ん
か

お
す
す
め
の
品
を
紹
介
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

を
募
集
し
ま
す
！

量
っ
て
み
よ
う
食
料
品

食
料
品
の
重
さ
を
量
る

「
計
量
モ
ニ
タ
ー
募
集
」

無
料
合
同
労
働
相
談
会

労
働
問
題
全
般
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す

商品券の期限を
ご確認ください　

　陸前高田商工会発行の「絆商品券」（下記
写真）で、有効期限が2020年9月30日㈬のも
のを持っている人は、期限内に使用してくだ
さい。期限を過ぎると無効になります。

陸前高田商工会☎0192（55）3300
問い合わせ先

募
集
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

事
業
な
ど
に
係
る
収
入
に

減
少
が
あ
っ
た
皆
さ
ま
へ

お
知
ら
せ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

第
２
回
ほ
い
く
し
カ
フ
ェ

9月は船員労働安全衛生月間です
　この期間は、国土交通省などで船員の災害防止と乗組員の疾病予
防を目的として各種行事を実施していますが、市内では気仙沼地区
船員労働安全衛生協議会が入港船舶を訪問し、災害や疾病の防止に
関する指導を行うなど、船員の皆さんの安全衛生対策を図ります。
【月間スローガン】

〜安全は一人一人の積み重ね船員みんなでワンチーム〜

気仙沼地区船員労働安全衛生協議会☎0226（22）6928
問い合わせ先

10
月
１
日
は
「
法
の
日
」

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
所
開
設
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今 月 の お す す め レ シ ピ
～ 学 校 給 食 セ ン タ ー ～

Thankyou! SINGAPOREThankyou! SINGAPORE  〜⑬シンガポールのやま「ブキティマヒル」〜
サラの

　シンガポール出身で市の国際交流員のサラ・チュウさんが、
陸前高田で ”見て” ”体験して” 感じたことを伝えます。

東京オリンピック・パラリンピックのホスト
タウンとしてシンガポールを応援します！

わかめの五目あえ

材料（４人分）
広田湾産塩蔵わかめ･････････････10ｇ
きゅうり･･････････････････････2╱3本
もやし････････････････････････100ｇ
コーン･････････････････････････25ｇ
しらす干し･････････････････大さじ１
オキアミ･･･････････････････大さじ１
酢･････････････････････････大さじ１
濃口しょう油･･････････････大さじ1╱2
砂糖･･･････････････････････小さじ１

　5月、初めて氷上山に登りました。一番登りや
すいコースと言われている「中央コース」から
いざ頂上へ。普段運動をしていない私にとって
少しきつかったですが、頂上から美しい景色が
一望できたので大きな価値がある体験でした。

　シンガポールは日本と
違って山がなく、一番高
くても、氷上山の8₇4mと
比べとても小さい「ブキ
ティマヒル」という高さ
164mの丘陵です。シンガ

ポールの最高峰とはいえ、高層ビルより低く45
分程度で頂上まで登れるので、登山とは言えま
せん。
　大都会のシンガポールは自然な場所が限られ
ているため、ブキティマヒルは自然に触れる貴

重な場所であり、休日に
は大勢の人たちが訪れま
す。最初の急な坂道が、初
めての人には恐ろしく見
えますが、それを乗り越
えればあとは楽で、ハ
イキング初心者にぴ
ったりです。
　頂上には、ブキティ
マヒルの高さと経緯
度が書いてある岩の
看板と電波塔があります。シンガポールを訪問
する機会があれば、是非登ってみてください！

～さっぱりとして食べやすい わかめのあえ物～
　広田湾産わかめは肉厚で弾力があり、シャキシャキとし
た歯ごたえがあるのが特徴です。わかめは食物繊維が豊富
な食材で、血糖値の上昇をおだやかにしたり、コレステロー
ルの吸収をおさえるなど生活習慣病を予防する効果が期待
できます。さっぱりとして食べやすいあえ物ですので、ご家
庭でもぜひ作ってみてください。

①塩蔵わかめは塩ぬきした後、適当な大きさ
に切り、さっと湯通しする。

②きゅうりは薄くスライスし、さっと湯通し
するか、塩もみ（分量外）してから水で流
し、水気をしぼる。

③もやしはゆでて水気をきる。
④①～③の材料としらす干しとオキアミを、

酢、濃口しょう油、砂糖を混ぜ合わせた調
味料であえて完成。

作り方

氷上山山頂からの景色

(１人分)　エネルギー ₂₀kcal
食塩相当量　₀．₄g

市学校給食センター☎ 0192（55）20₇3問い合わせ先

ブキティマヒル
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